
２０２２年７月２７日 
 
 

２０２１年度 学校関係者評価委員会 報告書 
 
 

学校法人伊藤学園 
秋田情報ビジネス専門学校 

学校関係者評価委員会 
 
 
「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者評価委員会において 

「２０２１年度自己評価報告書」に対し、評価を行った。学校側からの説明および各委員

からの意見を以下の報告書として取りまとめた。 

 
 
【学校関係者評価委員】 
 

≪外部委員≫ 

・鳥海 良寛 氏  日本薬剤師連盟 副会⻑  

・池田 昌和 氏  一般社団法人情報通信設備協会東北地方本部 副本部⻑ 

・池谷 朝洋 氏  ラップ東京株式会社 代表取締役 

・工藤 明美 氏  ワンワンサロン わんまる。 代表 

・大門 ゆかり氏  ハローワークプラザアトリオン  

 
 
≪ 学校側 ≫ 

・三浦 順治    秋田情報ビジネス専門学校 校⻑ 

・佐藤 寿太郎   秋田情報ビジネス専門学校 副校⻑ 
 
 
  



【学校関係者評価委員会】 

日 時 ：２０２２年７月２６日（火）１４：００〜１４：４５ 

場 所：学校法人伊藤学園 秋田情報ビジネス専門学校 応接室 

 
１．学校からの配布資料  

（１）２０２１年度自己評価報告書 
 
２．学校からの主な説明  

（１）学校評価について、文部科学省におけるガイドラインについての説明。 
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき評価を実施した結果の報告。 

 
３．委員からの主なコメント、質疑応答  

・評価項目（１）―３ 
学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されて
いるか 

質問：学校の教育方針、教育目的を定めているが、保護者等への周知がなされているか。 

回答：保護者面談等を通して、説明する機会を設けている。今後は校内Webサイト等を
活用することを検討する。 

 
・評価項目（５）―１ 

就職・進路支援のための組織体制はあるか 

質問：就職・進路指導に向けた対策はどのようなものがあるのか 

回答：学生とのコミュニケーションを密に取るとともに、求人情報とのすり合わせ等 
きめ細やかな対応を実施している。 

 
・評価項目（６）―２ 

学内外の実習施設、インターンシップ、研修等について十分な教育体制を整備しているか 

質問：コロナ禍の状況の中で苦労している点はあるか 

回答：新型コロナウイルス感染症の状況により実習時期の変更等が生じるケースもあるが、 
学生ひとりひとりが実習を実施出来るよう各所との協議を重ねながら対応すること
で、実習を問題なく実施できている。 

 
・評価項目（７）―２ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 

質問：具体的にどのような対応をしているのか 

回答：高校訪問や会場説明会を中心に、各学科の資格取得率を説明し、理解をいただいて 
いる。 

以 上 



２０２２年７月２７日 
 
 

２０２１年度 学校関係者評価委員会 報告書 
 
 

学校法人伊藤学園 
秋田社会福祉専門学校 
学校関係者評価委員会 

 
 
「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者評価委員会において 

「２０２１年度自己評価報告書」に対し、評価を行った。学校側からの説明および各委員

からの意見を以下の報告書として取りまとめた。 

 
 
【学校関係者評価委員】 
 

≪外部委員≫ 

・渡部 幸雄 氏  一般社団法人秋田県介護福祉士会 会⻑ 

・須田  剛 氏  社会福祉法人秋田県厚生協会 特別養護老人ホーム高清水寿光園 施設⻑ 

  
≪ 学校側 ≫ 

・三浦 順治    秋田社会福祉専門学校 校⻑ 

・佐藤 寿太郎   秋田社会福祉専門学校 副校⻑ 

・菅原 博子    秋田社会福祉専門学校 教員 
 
 
  



【学校関係者評価委員会】 

日 時 ：２０２２年７月２６日（火） １５：００〜１５：４５ 

場 所：学校法人伊藤学園 秋田社会福祉専門学校 応接室 

 
１．学校からの配布資料  

（１）２０２１年度自己評価報告書 
 
２．学校からの主な説明  

（１）学校評価について、文部科学省におけるガイドラインについての説明。 
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき評価を実施した結果の報告。 

 
３．委員からの主なコメント、質疑応答  

・評価項目（３）―１ 
学校の教育理念、各学科の教育目標に沿った教育課程の編成がなされているか 

質問：学科構成について教えてください。 

回答：社会福祉学科、心理学科、児童福祉学科、総合福祉学科の学科構成となってい
る。 
 

・評価項目（４）―１、（５）―１ 
就職率の向上が図られているか 
就職・進路支援のための組織体制はあるか 

質問：就職率に向けた対策は行っているか。毎年の就職状況はどうなっているか。 

回答：就職率１００％の実現に向けて、就職先の選定から面接練習まで学生ごとに対 
策を実施。就職率はほぼ１００％の実績となっている。  

 
・評価項目（５）―５ 

保護者と適切に連携しているか 

質問：保護者との連絡や学生の学修状況は報告しているか。 

回答：成績評価の発送や必要に応じて、保護者面談を実施している。それにより、学 
生の状況を保護者に適時還元することができている。 

 
・評価項目（７）―２ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 

質問：コロナ禍の状況において、大変だったことはないか 

回答：新型コロナウイルス感染症の影響により、高校訪問時における感染対策や事前 
相談など、今まで以上に慎重な対応を行った。会場説明においても、密を避
け、消毒等、感染防止対策を徹底しながら説明を実施した。 

 
以 上 


